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令和８年７月７日

和歌山北警察署

特殊詐欺事件の発生について

１ 認知

令和８年７月７日(火)

２ 発生日時

令和８年５月22日(金)から同年７月１日(水)までの間

３ 被害品

現金113万4,460円

４ 被害者

和歌山市内居住 60歳代 男性

５ 状況

被害者は、本年５月ごろ、ＳＮＳで知り合った女性と思われる相手から｢子供を作り

たいので私と性的関係を持ってほしい、協力してくれたら3,000万円を渡す。口座を教

えてもらえれば手付金として900万円を先に渡す｣と言われ、その話を信じ口座番号を教

えました。その後、相手から「送金しようとするもエラーが表示され、エラーを解除す

るのにお金が掛かる」と言われ、エラーを解除するための費用として、本年５月24日か

ら５月30日にかけて６回にわたり、現金合計113万4,460円を相手が指定する口座に振り

込みました。

その後、お金を請求されたことから不審に思い、７月１日、弁護士に相談し、被害に

気付いたものです。

６ その他

詐欺電話の遮断には「国際電話利用休止申込み」や「警察庁推奨アプリ」の利用が大

変効果的です。

詳しくは「♯みんとめ」を検索、または最寄りの警察署にお問い合わせください。

万が一、知らない番号から電話を受けた場合はすぐに通話を切り、相談無料の

『ちょっと確認電話』 0120-508（これは）-878（わなや）

に確認してください。


